
尼崎市行政視察のご案内

尼崎市は、「ひと咲き まち咲き あまがさき」をまちづくりのキャッチフレーズと

し、「あまがさきで、人々が、まちが、花を咲かせ、実を結び、種を残し、また次の花

を咲かせていく。」という思いで、このまちに関わる人たちが、学び合い、いきいきと

活動できるような、魅力あふれるまちづくりを進めています。

令和3年12月

令和２年１０月にオープンした尼崎市立歴史博物館



尼崎市の特色ある事業や取組をご紹介させていただきますので、視察先の検討に活用していただき、
是非、尼崎市にお越しください。

令和4年1月から市立中学校で給食を開始

食材の持ち味を活かした調理でおいしい給食
郷土料理や外国の料理を織り交ぜるなど、
豊富な献立による魅力的な給食
元気な心と体を育くむ、栄養バランスのとれた給食
温かいものは温かく、冷たいものは冷たく、適温で提供する給食
食物アレルギーへの配慮など安全な給食

～子どもたちの育ちに寄り添った取組～

ICTを活用した教育の推進

小・中学校においてICT教材を導入
ICT機器を活用した療養児等の学習機会を確保

児童虐待の防止及び子どもの人権を保障
する取組の強化

児童相談所設置に向けた準備を開始
民間団体等と協働した要保護・要支援児童の見守り機能の強化
子どものための権利擁護委員会を設置

待機児童解消に向けた保育士の確保支援

保育士を安定的に確保し、保育施設における待機児童の解消
を図るため、保育士・保育所支援センター（あまのかけはし）を設置
新卒保育士、潜在保育士の就職支援
保育所等への保育士の雇用支援

学校以外での居場所や学習環境の確保

不登校児生徒に寄り添う教育支援室「ほっとすてっぷSOUTH」を設置
「ほっとすてっぷオンライン」として、ICT機器を活用した学習支援を実施

子ども・若者が社会性を育むための取組

主に中・高校生一人ひとりが自己実現できる居場所として、
ユース交流センターを設置

尼崎市立学校給食センター



～高齢者を支える地域づくりに向けた取組～

尼崎だから実現できる自分らしい暮らしぶりの発信
尼崎の多様な住宅地の特性を活かしたブランディングを推進
尼崎で自分らしく暮らすイメージを明確に本市の魅力として発信

尼崎城を中心とした観光地域づくり
現代に蘇った尼崎城や寺町などの魅力を発信
歴史・文化を取り込んだ観光施策の展開

～住環境の向上と魅力発信に資する取組～

高齢者の社会参加や見守りを支援

居心地よく歩きたくなる駅前空間の創出

阪急塚口駅南側駅前広場を居心地よく歩きたくなる
魅力的な空間として整備

尼崎城

駅前空間イメージ

社会実験時の様子社会実験時の様子

高齢者ふれあいサロン

住民主体で運営している地域の集いの場として、高齢者ふれあい
サロンの運営費を補助
住民同士の顔が見える関係づくりや見守り活動を促進
（R2 114か所、2,660人）

在宅高齢者等あんしん通報システム事業

一人暮らしの高齢者等が、自宅で起きる不測の事態や健康等の相談に24時間体制で対応すると
ともに、お元気コールとして、受診センターから月1回定期的に電話をし、お体や生活の様子を
伺い、ご自宅で安心して暮らせるよう支援

訪問型支え合い活動補助事業

地域のNPO等の団体が主体となって、身近な地域の中で困りごとを抱えた高齢
者等に対して、ごみ捨てや買い物等の日常生活の援助を行う支え合い活動の運営
費等を補助

高齢者ふれあいサロンの様子



尼崎市議会事務局 議事課 ＴＥＬ：０６－６４８９－６１１２
ＦＡＸ：０６－６４８９－６１０５
E-mail：ama-gikai-gijika@city.amagasaki.hyogo.jp

〒６６０－８５０１
兵庫県尼崎市東七松町１－２３－１ 議会棟１階

行政視察のお申し込みの際は、尼崎市議会ＨＰ「行政視察のご案内」をご確認の上、
行政視察申込書を電子メールまたはＦＡＸにてお送りください。

〇電車の場合

・JR神戸線「立花」駅下車、徒歩約１５分

〇バスの場合（停留所：阪神バス「市役所」）

・JR神戸線「立花」駅（上）から阪神バス１４番「阪神出屋敷」行き、１５番「阪神尼崎」、AD1番「尼崎ドライブス

クール前」行き

・JR神戸線「立花」駅（下）から阪神バス４３番・４３－２番「阪神尼崎」行き、４９番「阪神出屋敷」行き、５０番

「JR尼崎」行き、５０－２番「阪神杭瀬」行き、５０－４番「JR尼崎」行き、５５番「JR尼崎」行き

・阪神電車「尼崎」（北）駅から阪神バス１５番「阪急武庫之荘」行き、３１番「阪急塚口」行き、４３番「宮ノ北団地」

行き、４３－２番「武庫営業所」行き、AD1番「武庫営業所」行き

・阪急神戸線「塚口」駅から阪神バス３１番「阪神尼崎」行き、１４番「阪神出屋敷」行き

にそれぞれ乗車、「市役所」下車。徒歩約５分。

地域経済の回復に向けた取組

外国人総合相談窓口を設置し、増加傾向にある外国籍住民が抱える日々の困り事に対応

新型コロナウイルス感染症への対応

市医師会の協力のもと、自宅療養者に対する往診体制を整備
濃厚接触者等となった要介護者に支援を行う福祉サービス従事者への協力金の支給
介護者が感染し濃厚接触者等となった要介護者の一時受入施設を確保
入所施設等への新規入所者のうち検査を希望する方へPCR検査を実施

電子地域通貨「あま咲きコイン」を本格導入し、キャッシュレス決済を推進
本市等が実施するSDGｓに関する事業に参加した人に対して、「あま咲きコイン」を付与

「あま咲きコイン」を本格導入

コロナ禍の事業者・求職者をさらに支援

コロナの影響を受けた小規模事業者向けの製造業設備投資等に補助
コロナで離職を余儀なくされた方等を対象に、「コロナに負けるな合同就職説明会」を開催
雇用情勢の悪化に伴う雇用機会創出を行うため、求職者を雇用した事業者に奨励金を支給

医療提供体制・感染拡大防止対策

「新しい生活様式」に沿った行政サービスの推進

図書館への来館が無くても貸出サービスが可能となる電子書籍を導入
各種行政手続のオンライン化を推進

市民生活への支援強化


